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 平成 28 年度の学術実態基盤調査 11)ではアクティブ・ラーニング・スペースは、778 校中



















































































教育における統合型学習支援システムの開発を行った。これは College Reading & Learning 
Association という学習支援、リメディアル教育、チュータリング、メンタリングなどの分
野において学生主導型の指導を専門的に行っている専門家が所属している団体の認定資格























































































対象大学 A 大学 B 大学 
大学規模 A(8 学部以上) D(単科大学) 
設置形態 私立 私立 
活動開始年度 2013 年度後期 2008 年度前期 






支援対象 学部生・大学院生・教職員 学部生 













2.2.1 A 大学の概要 
京都府にある私立大学。共学。2 つの校地があり、A キャンパスには文系学部の 9 学部
17 学科、B キャンパスには主に理系学部の 6 学部 17 学科がある。学生は A キャンパスに
約 20,000 人、B キャンパスに約 9,000 人在籍している。ピアチューターの活動場所は A キ
ャンパスにあるラーニング・コモンズ（以下、LC）の 3 階のアカデミックサポートエリア
（図１参照）である。アカデミックサポートエリアでは教員 2 名と職員１名が専任で学習
支援に従事しており、学生は 2017 年 1２月現在、博士前期課程 3 名と博士後期課程 11 名













図 3：A 大学ラーニング・コモンズ３F 館内図 
 




























2.2.2 B 大学の概要 
 東京都にある私立大学。女子大学。2017 年度現在 1 学部４学科ある。2018 年度からは再
編・新設され１学部５学科となる。学生は学部生、院生合わせて約 4,000 人在籍している。
ピアチューターの活動場所は図書館の１階のアシスタントアイランドの北側（図２上部）
である。学生は現在博士前期課程 6 名と博士後期課程１名の計 7 名である。活動時間は平
日の３限から５限の間である。 






















































調査対象 インタビュイー インタビュー日時 時間 
A 大学 専任教員 1 名 2017 年 8 月 22 日 75 分 
Ｂ大学 職員 1 名 2017 年 10 月 11 日 70 分 
B 大学 OG 非常勤講師 2017 年 11 月 1 日 40 分 
B 大学 博士後期課程 3 年次 2017 年 11 月 3 日 60 分 












































われているセミナーは表 3 のとおりである 
 
表 3：2017 年度に行われているアカデミックスキルセミナー一覧 
【全 3 回】レポートを書く 【90 分】アイデアの拡張法 
【全 3 回】プレゼン資料を作る 【90 分】伝わる文章の書き方 
【全 3 回】データを用いた文章を書く 【90 分】プレゼンの構成法 
【30 分】ノートの取り方 【90 分】グループでのアイデア出し 
【30 分】伝わる文章の書き方 【90 分】レポートの構成法 
【30 分】プレゼンの構成法 【90 分】ノートの取り方 
【30 分】レポートの構成法 【90 分】ポスターの作り方 
【30 分】引用の方法 【90 分】レジュメの作り方 
【30 分】図・表の見方・作り方 【90 分】引用の方法 
【30 分】メールの書き方 【90 分】情報探索の方法 


































































































 Ａ大学では 2 日間に渡り全 8 コマ行われている。ほぼ全ての研修を教職員が担当してい














































































































































































































































































































































Ｂ大学では基本的に１人 1 コマの体制をとっているが、人員不足のため 2 コマ以上勤務
































































































































































































A 大学は 2.2の概要で述べたように、A 大学は大学図書館とLC が別々に設置されている。











































































































































                                                     
a翻訳は下記文献による 











































期退学した者が 4 名いる。その 4 名全員が、結果的には他大学や立命館大学内に新たなポ
ストを獲得した。」としている。大学の制度やチューターの志望進路などによるが、ピアチ
ューターの活動は院生にとって教育経験を積む重要な場の 1 つとなる可能性がある。 
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